
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特徴 インフルエンザ A型 インフルエンザ B 型 

主な症状 38〜40℃の急激な高熱、関節・筋肉

痛、全身の強いだるさ 

高熱のケースもあるが、微熱〜高熱と

個人差大。消化器症状（下痢・嘔吐・腹

痛）が多い 

発症の速さ 急激に発症 A型より緩やかに発症することが多い 

症状の期間 3〜5日程度で軽快することが多い A型より熱が長引きやすい 

流行時期 冬（12月〜2月）に流行のピーク A型より遅く、冬後半〜春にかけて（2

月〜3月）流行しやすい 

共通点 • 感染力が非常に強い 

• 飛沫感染・接触感染が中心 

• 38度以上の発熱、倦怠感、関節痛、頭痛 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2月の保健目標 

ストレスと上手に

付き合おう！ 

札幌市立厚別中学校 

第 10号 

令和 8年 2月 4日(水) 

1月後半時点の最新情報によると、インフルエンザは再び増加傾向

にあります。 一度は年末年始のピークを過ぎて減少していました

が、ここに来て再び感染者が増えており、特に B型ウイルスの報告数

が増加しています。  

札幌市でも、1月下旬から再び感染者が増加傾向に転じました。 

 B型はA型にかかった人でも感染しやすく、腹痛などの症状が出る

こともあり注意が必要です。 

インフルエンザＡ型とＢ型の比較 

 もう一度 
意識して 

手洗い・うがい マスクの着用 換 気 

〇教室も休み時

間ごと窓をあ

けましょう。 

十分な睡眠 

〇疲労をためな

いことも大切

です。 

栄養を摂る 人混みを避ける 

今週に入り、厚別区内の小学校でも、インフルエンザによる学級閉鎖をしています。 

また、今日から 11日(水)まで札幌雪まつりが開催され、道内外からたくさんの人が札幌に来ています。 



 

 

 

 

 

 

 

  昨年の 12月から 1月にかけて、どの学年もスクールカウンセラーの三原先生による「ストレスに関する

講演会」がありましたね。 

進級や進路を控えたこの時期は、知らず知らずのうちに心に疲れがたまりやすい時でもあります。もし「ち

ょっと疲れたな」と感じたら、三原先生のお話を思い出して、まずはゆっくり深呼吸してみてください。 

自分の心を大切にケアしながら、今のクラスの仲間との残りの日々を、笑顔で駆け抜けていきましょう！ 

 


